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2006年よりパソナグループの特例子会社パソナハートフルにて19年間、社内の障害者
雇用の推進に取り組むほか、企業内サポーターの養成や各地での講演など、企業の障
害者雇用推進のためのコンサルティングを行う。昨年2024年に退職し、現在は埼玉県
深谷市で農業を実地訓練を行うことのできる就労移行支援事業所の立ち上げを進め
ている。

 松田 眞宏氏　(株式会社Tomorrow Step  代表取締役社長）

金川 博充氏　（渡辺パイプ株式会社 人事ユニット 採用・研修グループ）

2009年より社内の障害者雇用の推進に取り組み、採用から社内の体制整備、定着支援
までを行う。また、支援者を対象とした研修会に講師としても登壇するなど、業界全体の
支援力向上にも取り組んでいる。

相澤 輝雄氏 /柳 優香氏   (高木工業株式会社 障害者雇用推進グループ） 　　  
相澤氏：

　柳氏：就労継続支援B型事業所にて10年間就労支援に従事したのち、2023年より高木工業株
式会社へ入社。 B型事業所での経験を活かし、社内の定着支援や採用、実習の実施に取
り組んでいる。



ーまず初めに、それぞれが関わってきた障害者雇用のイメ
ージを読者の皆様へお伝えするため、皆さんにとってこれま
で印象深かったエピソードや、日頃、当事者の方と関わる中
で意識していることを伺いました。
金川氏　当社ではできるだけ多くの実習を受け入れるよう
考えております。なかなか障害者雇用に触れることが少な
い現場社員に実際に接してもらい、程よい距離感を模索し
ていただくための良い機会とさせていただいております。
採用については中途採用や障害者採用、派遣採用を分け
ずに考えています。弊社の募集は倉庫業務や工場、農場で
す。ベテランの人は倉庫を一人で全部仕切ってやっている
人もいます。新卒入社や中途入社の人は、初めは倉庫業務
をやっていても、次のステップで営業に行ってしまう人が多
い一方で、障害者採用で入った人は長年倉庫で働いてくれ
るので、現場としては、ずっと見てくれる人がいるとありがた
く、とても助かっていますね。
ー本当に戦力になってくれますね。倉庫のことがわかる専門
家として活躍してくれるのですね。
松田氏　私は「その方の良いところを見る」を座右にしてい
ます。しかしある就労のためのOJT研修参加者の中に発達
障害のAさん（以下、Ａさん）がいて、思い込んだらすぐに行
動してしまうタイプで、一度自分の手には負えないとギブア
ップをしました。しかし障害者向けイベントに弊社が出店す
ることになり、そこにＡさんを連れていきました。会場では
他社はメイク体験や食べ物の試食などで賑わっておりまし
たが、当社はパンフレットを置いてあるだけで、閑散として
おりました。そこで集客のために皆でチラシ配りをしたので
すがなんとAさんは歩いているお客様だけでなく、他社に
順番待ちしているお客様やその社員にも「うちにも来て下
さい」とチラシを配ってくれました。

その一生懸命な姿にお客様も社員も笑いながら「後で必ず
行くね」と受け取ってくれました。実際には座右ができてお
らず「まだまだ修行が足りない」と感じさせられました。で
も実はAさんとは未だに付き合いがあり、会いに行くとハグ
をしてくれる仲です。（笑）
ーピュアで一生懸命さがよく出ていますよね。
松田氏　はい、すごくいい勉強になりました。
相澤氏　当社では、18年働いている社員で「どんな仕事が
好きですか？」って聞くと、「トイレ掃除」と答え、トイレ掃除
ができていれば幸せだと言ってくれる人がいます。
柳氏　トイレは変わらずそこにあるっていう安心感がある
のかもしれないですね。そこに行けばそれをやればいいと
決まっているので。
―会社がある種の「“居場所”となることで長く安定した就労
に繋がっている」と柳氏は言います。相澤氏からは、「貴重な
財産だと思っています」と語ってくれました。

 本号では登壇者からの障害のある社員との関わりや体験
談について掲載しました。”変わらない”ことを「退屈」と捉え
る人もいれば、相澤氏のエピソードにあるように「安心」と捉
える人もいます。会社の戦力として能力を発揮出来るような
環境を作るためには、その社員の立場で見方や捉え方を理
解することが非常に大切だと思いました。そのためには多方
向から見守ることが「どのように考え、感じているのか」の理
解となり、モチベーションに繋がり、「強みを活かした職場環
境を整えるのに、重要なことである」と感じました。
 次号では「長く働くために必要なこと」について掲載致しま
す。ご期待下さい。　

（書き手：文京区障害者就労支援センター　鴇田慎）

登壇者：株式会社ドム  法務部  次長  飯岡 淳氏

文京区障害者就労支援センター通信「しごとサポート」　第37号（令和7年12月10日発行）
発行：文京区障害者就労支援センター
毎回、障害のある人の「働く」を発信していきます。次号もご期待ください。

◆当事者との関わりとエピソード


